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回
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回
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2
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.
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場
所

南
部

保
健

福
祉

セ
ン
タ

ー
会

議
室

④
南

部
保

健
福

祉
セ
ン

タ
ー

会
議

室
④

南
部

保
健

福
祉

セ
ン

タ
ー

会
議

室
④

（
予

定
出

席
者

別
添

名
簿

参
照

別
添

名
簿

参
照

調
整

中

要
旨

【
検

討
事

例
】

2
つ

の
事

例
を

検
討
。

①
世

帯
と

し
て

経
済
的

困
窮

状
態

が
懸

念
さ

れ
る

事
例

②
8
0
5
0
問

題
が

懸
念
さ

れ
る

事
例

【
検

討
内

容
】

・
事

例
の

確
認

・
質

疑
応

答
・

課
題

の
抽

出

第
1
回
の

議
論

を
も

と
に

、
検

討
す

べ
き

課
題
を

5
つ

に
大

別

上
記
の

う
ち

、
さ

ら
に

③
・

⑤
に

絞
り

議
論
を

展
開
。

【
既
存

制
度

の
見

直
し

】
全

市
的

な
課

題
を

集
約

す
る

仕
組

み
と

し
て

「
個
別

支
援

会
議

」
を

活
用

で
き

な
い

か
。

【
前

回
ま

で
の

反
省

点
】

会
議

の
方

向
性

や
、

事
例

の
課

題
・

社
会

資
源

の
整

理
が

不
十

分
で

あ
っ

た
た

め
、

議
論

が
発

展
し

な
か

っ
た

。

【
今

後
の

方
向

性
（

案
）

】
ひ

き
こ

も
り

に
関

す
る

社
会

資
源

の
開

発
に

的
を

絞
っ

た
議

論
を

行
っ

て
い

く
。

ひ
き

こ
も

り
の

段
階

に
応

じ
た

既
存

の
社

会
資

源
の

洗
い

出
し

を
、

関
係

機
関

で
事

前
確

認
作

業
を

行
い

整
理

を
し

た
う

え
で

、
他

都
市

に
お

け
る

先
行

事
例

も
参

考
に

し
つ

つ
、

尼
崎

市
と

し
て

ど
の

よ
う

に
社

会
資

源
を

創
り

上
げ

て
い

く
か

検
討

し
て

い
く

予
定

。
　 個

別
支

援
会

議
の

活
性

化
を

事
務

局
で

検
討

⇒
年

度
内

に
「

し
ご

と
・

く
ら

し
サ

ポ
ー

ト
セ

ン
タ

ー
」

で
関

わ
っ

て
い

る
事

複
合

的
な

課
題

を
抱

え
る

事
例

検
討

チ
ー

ム
（

丸
ご

と
チ

ー
ム
）

①
住
居
承
継
に
関
す
る
仕
組
み

⇒
単
独
機
関
で
解
決
す
る
話
で
は

?

②
生
活
費
を
融
通
す
る
仕
組
み

⇒
既
存
の
貸
付
制
度
が
有
る
の
で
は

?

③
輻

輳
す

る
課

題
を

指
揮

す
る

役
割

④
当
事
者
の
問
題
意
識
を
啓
発
す
る
役
割

⇒
⑤
に
付
随
し
て
く
る
課
題
で
は

?

⑤
ひ

き
こ

も
り

支
援



〇
外

部
構

成
員

（
50

音
順

、
敬

称
略

）

№ 1
明

石
　

隆
行

2
鎌

田
　

千
佳

子

3
松

澤
　

賢
治

4
松

原
　

一
郎

〇
行

政
関

係
者

（組
織

順
）

№ 1
高

橋
　

健
二

2
寺

沢
　

元
芳

3
上

野
　

裕
司

4
林

  
  
  
弘

之

5
◎

作
田

　
宏

茂

6
山

崎
　

賢
一

7
新

居
　

久
代

8
篠

原
  
瑛

太

◎
座

長

〇 № 1
小

山
　

泰
平

2
阿

部
　

真
也

健
康

福
祉

局
　

南
部

福
祉

相
談

支
援

課
　

係
長

健
康

福
祉

局
　

南
部

福
祉

相
談

支
援

課
　

書
記

健
康

福
祉

局
　

南
部

地
域

保
健

課
　

課
長

都
市

整
備

局
　

住
宅

管
理

担
当

　
係

長

事
務

局

氏
名

所
属

・役
職

健
康

福
祉

局
　

福
祉

課
　

課
長

健
康

福
祉

局
　

包
括

支
援

担
当

　
課

長

健
康

福
祉

局
　

北
部

福
祉

相
談

支
援

課
　

課
長

健
康

福
祉

局
　

南
部

保
健

福
祉

セ
ン

タ
ー

　
所

長

健
康

福
祉

局
　

南
部

福
祉

相
談

支
援

課
　

課
長

健
康

福
祉

局
　

南
部

障
害

者
支

援
課

　
課

長

尼
崎

市
社

会
福

祉
協

議
会

　
地

域
福

祉
課

　
次

長

尼
崎

市
社

会
保

障
審

議
会

　
副

委
員

長
尼

崎
市

社
会

福
祉

協
議

会
　

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

尼
崎

市
社

会
保

障
審

議
会

　
委

員
長

尼
崎

市
社

会
福

祉
協

議
会

　
理

事
長

氏
名

所
属

・役
職

令
和

元
年

度
　

第
1
回

 事
例

検
討

（
丸

ご
と

）
チ

ー
ム

　
名

簿

氏
名

所
属

・役
職

種
智

院
大

学
 教

授

資
料

6-
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〇
外

部
構

成
員

（
50

音
順

、
敬

称
略

）

№ 1
明

石
　

隆
行

〇
行

政
関

係
者

（組
織

順
）

№ 1
高

橋
　

健
二

2
寺

沢
　

元
芳

3
林

  
  
  
弘

之

4
◎

作
田

　
宏

茂

5
山

崎
　

賢
一

6
新

居
　

久
代

7
片

山
　

恵
弘

◎
座

長

〇 № 1
小

山
　

泰
平

2
阿

部
　

真
也

3
藤

田
　

智
子

令
和

元
年

度
　

第
2
回

 事
例

検
討

（
丸

ご
と

）
チ

ー
ム

　
名

簿

氏
名

所
属

・役
職

種
智

院
大

学
 教

授

氏
名

所
属

・役
職

健
康

福
祉

局
　

福
祉

課
　

課
長

健
康

福
祉

局
　

包
括

支
援

担
当

　
課

長

健
康

福
祉

局
　

南
部

保
健

福
祉

セ
ン

タ
ー

　
所

長

氏
名

所
属

・役
職

健
康

福
祉

局
　

南
部

福
祉

相
談

支
援

課
　

係
長

健
康

福
祉

局
　

南
部

福
祉

相
談

支
援

課
　

主
事

健
康

福
祉

局
　

北
部

福
祉

相
談

支
援

課
　

係
長

健
康

福
祉

局
　

南
部

福
祉

相
談

支
援

課
　

課
長

健
康

福
祉

局
　

南
部

障
害

者
支

援
課

　
課

長

健
康

福
祉

局
　

南
部

地
域

保
健

課
　

課
長

健
康

福
祉

局
　

南
部

地
域

保
健

課
　

係
長

事
務

局

資
料

6-
4



・本人（47歳、男性）：15年以上無職、ひきこもり、郵便局で働いていた時にうつ病になった。
・父（77歳）：機械整備士として働いていた。最近は体力も低下し、飲酒の量が増えている。
・母（73歳）：本人の相談相手。当初は本人よりも母親が多く来所していた。

家
族
構
成

そ
の
他

世
帯
収
入

・父の年金（36万円/回）
・母の年金（20万円/回）

・持ち家（父名義）で建物にはローン残なし。借地のため、10万円/月支払い。
・本人はこれまで、郵便局、調理補助、清掃の仕事に従事していたことがある。ネットでの起業や親の資産運用
をしていきたいと話す。
・自分が両親の仲を取り持っているため、家を出れないと話す。

相
談
内
容

◇母親からの相談
「今は私達の年金があるが、2人とも高齢なため、今のままだと、亡くなったあとに本人だけで生活ができない。
本人は離職して15年以上経っているため、働くことを諦めており、就労意欲は低い。離職理由も人間関係のト
ラブルによるもので、社会や人への不信感が強い。何とか1人で生活できるようにして欲しい。」

事例２ ～ 8050問題が懸念される事例 ～

本人

父 母

事例２

就労支援

本人の希望（ネットでの起業や親の資産運用をしていきたい）を充足する制度が不足。
⇒インターネットビジネスや資産運用で生計維持が出来るようエンパワメントを促進するような社会資源が
あれば。

論点（例）

保健相談、デイケア

病院
しご
と・く
らし
SC

地域保
健

ハロー
ワーク



・本人（50歳、女性）：話がかみ合わない、発達障害傾向、股関節の手術予定、未就労。
・母親（76歳）：要介護3、認知症、訪問介護と訪問看護を利用
・兄（52歳）：工場勤務（夜勤）、足が悪く歩行状態に難あり
・⾧男（29歳）：ひきこもり、未就労（まれに単発のアルバイトに行く程度）
・次男（24歳）：療育手帳B1、ひきこもり、未就労（過去にB型作業所に通っていた）、障害年金受給中

家
族
構
成

そ
の
他

世
帯
収
入

・母親の年金（20万円/回）
・兄の給与（15万円/月）
・次男の障害年金（12万円/回）

・母親名義の市営住宅（家賃36,000円）に住んでいる。

相
談
内
容

◇母親のケアマネ→地域包括支援センターを通じての相談
「今は世帯の収入源として、母親の年金と兄の給与、次男の障害年金がある。しかし、母親の健康状態は悪く、
いつ亡くなるか分からない状態。兄も足が悪く、仕事を続けていくことに不安があり、母親死亡後の世帯収入が
不安定になることが懸念される。また、家計の管理方法についても不安がある。母親死亡後は市営住宅を退去と
なり、転居費用捻出の目途がない。」

事例１ ～ 世帯として経済的困窮状態が懸念される事例 ～ 資料6-3

本人

しごと・
くらし
SC

⾧男 次男

地域包
括支援C

ケアマネ

事例１ 介護・支援の
つなぎ

就労支援

市営住宅退去後の居住地を確保する手段がない。
⇒名義人死亡など特別な事情での退去の場合に、転居先確保を助成するような制度があれば。

論点（例）

母

兄

病院

足の治療

障害者支
援課

事業所の紹介や
手帳取得



項
目

別
発

言
要

旨
 

 
  

住
居

承
継

に
関

す
る

仕
組

み
  

・今
回

の
課

題
は

継
承

を
検

討
で

き
る

基
準

を
、
あ

る
程

度
専

門
職

に
周

知
し

て
も

ら
え

れ
ば

、
僕

ら
とし

て
も

こ
の

ケ
ー

ス
で

何
度

も
同

じ
事

で
集

ま
ら

な
くて

も
す

む
よ

うに
で

き
る

と思
う。

 

   
生

活
費

を
融

通
す

る
仕

組
み

 
 

・社
会

資
源

とす
れ

ば
金

を
少

し
で

も
融

通
で

き
る

仕
組

み
。
こ
れ

は
現

場
とし

て
は

欲
し

い
な

あ
とい

う気
は

し
て

い
る

。
 

   
輻

輳
す

る
課

題
を

指
揮

す
る

役
割

  

・伴
走

型
で

行
くと

し
た

ら
コ

ン
ダ

ク
タ

ー
的

な
、
将

来
的

に
は

何
を

仕
組

み
とし

て
考

え
る

の
か

、
答

え
とし

て
は

フ
ァミ

リー
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

か
な

と。
  

・あ
る

い
は

コ
ミュ

ニ
テ

ィソ
ー

シ
ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

とか
。
 

・こ
れ

1
人

1
人

の
困

り事
、
健

康
、
所

得
、
就

労
、
住

ま
い

、
社

会
参

加
、
家

族
関

係
、
色

ん
な

事
で

1
人

1
人

の
ニ

ー
ズ

が
どこ

に
あ

る
か

。
制

度
で

どこ
ま

で
対

応
で

き
る

か
。
そ

し
て

、
手

帳
を

取
っ
た

方
が

い
い

の
な

ら
申

請
さ

せ
る

とか
。
そ

うい
う
手

立
て

が
シ

ョー
ト

ス
パ

ン
で

は
出

来
る

事
か

な
と思

う。
そ

れ
か

ら
後

は
、

だ
い

ぶ
先

に
な

る
と思

う
が

、
ま

ず
は

こ
うい

う
カ

ン
フ

ァレ
ン

ス
、
チ

ー
ム

、
そ

の
チ

ー
ム

を
束

ね
た

人
が

関
わ

っ

て
い

くと
い

う
フ
ァミ

リー
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

ク
が

あ
る

種
の

理
想

とし
て

は
、
数

年
先

の
像

とし
て

あ
って

も
い

い
か

な
と思

う 

・複
合

的
な

問
題

で
他

機
関

が
関

わ
って

い
く中

で
、
専

門
機

関
が

どの
よ

うに
協

同
し

て
い

くの
か

とい
う
仕

組
み

づ
くり

。
フ
ァミ

リー
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

ク
とい

う話
も

出
て

い
ま

し
た

し
、
コ

ミュ
ニ

テ
ィソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

の

話
も

あ
りま

し
た

。
コ

ー
デ

ィネ
ー

タ
ー

とい
う
部

分
に

お
い

て
、
よ

り具
体

的
な

や
り
方

を
どう

し
て

い
くの

か
とい

う
事

を
考

え
て

い
か

な
い

とい
け

な
い

。
 

  
当

事
者

の
問

題
意

識
を

啓
発

す
る

役
割

 

 
・さ

っ
き

松
原

先
生

が
お

っし
ゃ

った
８

０
５

０
で

、
特

に
本

人
の

意
識

が
低

い
。

本
当

に
母

の
年

金
が

無
くな

った
ら

どう
す

る
の

か
。
意

識
が

低
い

の
を

、
何

とか
高

め
る

チ
ー

ム
を

や
って

ほ
し

い
な

と思
う
。

 

   



項
目

別
発

言
要

旨
 

 
   

ひ
き

こ
も

り
支

援
 

 

・居
場

所
の

よ
う
な

も
の

で
支

援
が

で
き

れ
ば

。
 

・一
応

、
尼

崎
の

中
の

ケ
ア

マ
ネ

協
会

が
、
山

口
県

宇
部

市
の

著
名

な
N

PO
を

さ
れ

て
い

る
方

、
山

根
さ

ん
を

呼
ん

で
、
こ
う
い

う
の

が
で

き
た

ら
い

い
な

とい
う
事

で
、
み

ん
な

機
運

は
高

ま
って

い
る

け
ど、

ど
うや

って
や

る
か

は
簡

単
で

は
な

い
。
 

・地
域

カ
ル

テ
を

今
、
作

りだ
し

て
る

よ
ね

。
あ

れ
で

、
こ

うい
う居

場
所

とか
入

れ
て

い
くの

か
。
 

・１
つ

の
ケ

ー
ス

で
す

け
ど、

市
とし

て
どれ

ぐ
ら

い
の

実
数

を
把

握
す

る
か

、
ど
こ

が
す

る
か

、
そ

うい
う
問

題
が

政
策

的
に

出
て

くる
。
ひ

き
こ

も
りは

、
な

か
な

か
見

え
て

こ
な

い
の

で
。
国

も
力

を
入

れ
よ

う
とし

て
い

る
矢

先

な
の

で
、
市

とし
て

どん
な

対
応

を
す

る
か

。
 

・ひ
き

こ
も

りの
入

口
か

ら
出

口
ま

で
。
 

・今
、
テ

ー
マ

に
あ

が
っ
て

い
る

事
か

ら
言

え
ば

、
し

ご
と・

くら
し

サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

の
ケ

ー
ス

か
ら

出
口

の
社

会
資

源
が

な
い

と。
そ

の
中

で
、
１

番
大

き
な

の
は

ひ
き

こ
も

りで
、
そ

の
就

労
も

な
か

な
か

上
手

くい
か

な
い

。

こ
れ

は
地

域
の

課
題

で
も

あ
る

とい
う
事

で
今

回
あ

が
って

い
る

。
 

・そ
う
い

う
予

防
と
い

う
意

味
で

は
、

生
活

困
窮

の
とこ

ろ
で

、
生

活
困

窮
者

を
出

さ
な

い
、
生

活
保

護
に

行
か

せ
な

い
とい

う
色

ん
な

自
立

の
仕

方
が

あ
る

が
、

日
常

生
活

自
立

か
社

会
生

活
の

自
立

、
あ

る
い

は
就

労
自

立
、
そ

の
辺

を
支

え
て

い
く。

そ
こ

に
法

的
な

医
療

的
な

チ
ー

ム
を

作
って

や
る

の
も

１
つ

の
方

法
か

な
と思

う。
 

・⾧
期

的
支

援
に

な
る

ケ
ー

ス
ワ

ー
ク

が
必

要
で

、
マ

ン
パ

ワ
ー

は
そ

の
分

取
ら

れ
る

た
め

、
対

応
が

難
し

い
の

が
現

状
。
支

援
と
コ

ー
デ

ィネ
ー

タ
ー

の
役

割
分

担
を

き
ち

ん
と整

理
し

て
い

くこ
と
が

、
す

ご
く大

事
に

な
って

き
て

い
る

。
 

・２
つ

目
の

ケ
ー

ス
は

社
会

や
人

へ
の

不
信

感
が

強
い

の
で

、
人

と
関

わ
る

所
か

ら
見

る
ア

プ
ロ

ー
チ

が
社

協
が

入
る

こ
と
に

よ
って

で
き

る
。
居

場
所

の
問

題
も

、
どう

活
用

す
る

か
、
どう

い
う地

域
の

方
に

そ
こ

を
手

伝
っ

て
も

ら
え

れ
ば

１
番

効
果

的
か

。
そ

う
い

う所
は

社
協

職
員

の
方

が
得

意
な

の
で

一
緒

に
や

って
い

け
れ

ば
。
 

・事
例

１
も

事
例

２
も

生
活

課
題

の
解

決
とい

う
事

で
は

、
具

体
的

な
社

会
資

源
を

開
発

し
て

い
か

な
い

とい
け

な
い

が
、
大

き
な

問
題

が
ひ

き
こ

も
り
と。

ひ
き

こ
も

り
の

問
題

を
どう

解
決

す
る

か
とい

う
の

は
尼

崎
市

に
お

い
て

も
大

き
な

課
題

に
な

って
い

る
。
入

口
か

ら
発

見
や

介
入

か
ら

解
決

、
どう

自
立

し
て

い
くか

とい
う
事

も
含

め
て

、
どこ

を
どう

し
て

い
っ
た

ら
い

い
か

市
とし

て
考

え
て

い
か

な
い

とい
け

な
い

。
 



支
援

会
議

の
概

要

（
参
考
）
守
秘
義
務
の
適
用
範
囲
の
イ
メ
ー
ジ
図

 
平
成
2
9
年
1
2
月
1
5
日
に
と
り
ま
と
め
ら
れ
た
「
社
会
保
障
審
議
会
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
及
び
生
活
保
護
部
会
報
告
書
」
で
は
、
「
例
え
ば
、

「
支
援
調
整
会
議
」
の
仕
組
み
を
活
用
し
、
構
成
員
の
守
秘
義
務
を
設
け
る
こ
と
で
、
関
係
機
関
間
で
把
握
し
て
い
る
生
活
困
窮
者
に
関
す
る
情
報
の

共
有
を
、
必
ず
し
も
本
人
の
同
意
が
な
い
場
合
も
含
め
て
円
滑
に
し
、
生
活
困
窮
者
へ
の
早
期
、
適
切
な
対
応
を
可
能
に
す
る
た
め
の
情
報
共
有
の
仕

組
み
を
設
け
る
べ
き
」
と
指
摘
。
こ
れ
を
受
け
、
改
正
法
で
は
以
下
の
内
容
を
規
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
構
成
員
同
士
の
情
報
共
有
の
仕
組
み
を
構
築
｡

関
係

機
関

の
狭

間
で

適
切

な
支

援
が

行
わ

れ
な

い
と

い
っ

た
事

例
を

防
止

す
る

と
と

も
に

、
深

刻
な

困
窮

状
態

に
あ

る
世

帯
な

ど
支

援
を

必
要

と
す

る
方

を
早

期
に

把
握

し
、
確

実
に

相
談

支
援

に
つ

な
げ

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
な

環
境

整
備

が
期

待
さ

れ
る

 
支

援
会

議
に

お
い

て
は

、
地

域
の

関
係

機
関

や
生

活
困

窮
者

自
立

支
援

制
度

の
各

事
業

の
委

託
を
受

け
た

者
等

が
、
生

活
困

窮
者

等
に

関
す

る
情

報
を
共

有
し
、
適

切
な

連
携

の
下

で
対

応
し
て

い
く
こ
と
に

な
る
た
め

、
以

下
の

メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
。

 
支

援
調

整
会

議
は

、
個々

の
生

活
困

窮
者

の
支

援
プ

ラ
ン

の
決

定
等

を
行

い
、
そ
の

後
の

支
援

に
つ

な
げ

る
こ
と
を

目
的

に
行

う
も

の
で

あ
り
、
支

援
会

議
と
は

、
そ
の

目
的

や
対

象
と
な

る
範

囲
等

が
異

な
る
。

（
右

表
参

照
）

 
会

議
の

構
成

員
に

対
す

る
守

秘
義

務
を
設

け
る
こ
と
で

、
構

成
員

同
士

が
安

心
し
て

生
活

困
窮

者
に

関
す

る
情

報
の

共
有

等
を

行
う
こ
と
を

可
能

と
す

る
も
の

で
あ

り
、
地

域
に

お
い

て
関

係
機

関
等

が
そ
れ

ぞ
れ

把
握

し
て

い
る
困

窮
が

疑
わ

れ
る

よ
う
な

個々
の

ケ
ー

ス
の

情
報

の
共

有
や

地
域

に
お

け
る

必
要

な
支

援
体

制
の

検
討

を
行

う
も
の

支
援

会
議

と
は

支
援

会
議

と
は

支
援

調
整

会
議

と
の

違
い

支
援

調
整

会
議

と
の

違
い

支
援

会
議

の
意

義
支

援
会

議
の

意
義

 
生

活
困

窮
者

等
を
早

期
に

発
見

す
る

こ
と
が

で
き
る

。
 

生
活

困
窮

者
等

に
対

し
て

、
迅

速
に

支
援

を
開

始
す

る
こ
と
が

で
き
る

。
 

各
関

係
機

関
等

が
連

携
を
取

り
合

う
こ
と
で

情
報

の
共

有
化

が
図

ら
れ

る
。

 
情

報
の

共
有

化
を
通

じ
て

、
そ
れ

ぞ
れ

の
関

係
機

関
等

の
間

で
、
そ
れ

ぞ
れ

の
役

割
分

担
に

つ
い

て
共

通
の

理
解

を
得

る
こ
と
が

で
き
る

。
 

関
係

機
関

等
の

役
割

分
担

を
通

じ
て

、
そ
れ

ぞ
れ

の
機

関
が

責
任

を
も

っ
て

関
わ

る
こ

と
の

で
き
る

体
制

づ
く
り
が

で
き
る

。
 

情
報

の
共

有
化

を
通

じ
て

、
関

係
機

関
等

が
同

一
の

認
識

の
下

に
、
役

割
分

担
し
な

が
ら
支

援
を
行

う
た

め
、
支

援
を

受
け

る
生

活
困

窮
者

や
そ
の

世
帯

に
と
っ
て

よ
り
よ

い

支
援

が
受

け
ら
れ

や
す

く
な

る
。

 
関

係
機

関
等

が
分

担
を
し
あ

っ
て

個
別

の
事

例
に

関
わ

る
こ
と
で

、
そ
れ

ぞ
れ

の
機

関

の
限

界
や

大
変

さ
を

分
か

ち
あ

う
こ
と
が

で
き
る

。

 
事
業
実
施
自
治
体
は
、
関
係
機
関
や
委
託
事
業
者
等
を
構
成
員
と
す
る
、
生
活
困
窮
者
に
対
す
る
自
立
の
支
援
を
図
る
た
め
に
必
要
な
情
報
の
交
換
や
生
活
困

窮
者
が
地
域
に
お
い
て
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
営
む
の
に
必
要
な
支
援
体
制
に
関
す
る
検
討
を
行
う
た
め
の
会
議
を
組
織
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

（
法
第
９
条
第
１
項
及
び
第
２
項
）

 
生
活
困
窮
者
に
関
す
る
関
係
者
間
の
情
報
共
有
を
円
滑
に
行
う
た
め
、
会
議
の
構
成
員
に
対
す
る
守
秘
義
務
を
設
け
る
こ
と

（
法
第
９
条
第
５
項
）

 
上
記
守
秘
義
務
の
規
定
に
違
反
し
て
秘
密
を
漏
ら
し
た
者
に
つ
い
て
は
、
一
年
以
下
の
懲
役
又
は
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
こ
と

（
法
第
2
8
条
）

支
援
会
議

支
援
調
整
会
議

主
な
目
的

関
係
機
関
間
の

情
報
共
有

支
援
プ
ラ
ン
の

決
定

法
的
根
拠

あ
り

な
し

対
象

生
活
困
窮
者

に
限
ら
な
い

生
活
困
窮
者

本
人
同
意

の
有
無

な
く
て
も
可

必
要

（
参
考
）
支
援
会
議
と
支
援
調
整
会
議
の
目
的
等

生
活

困
窮

者
自

立
支

援
法

関
連

】

参
考

資
料

３
厚

生
労

働
省

作
成

１



 
関
係
機
関
が
そ
れ
ぞ
れ
把
握
し
て
い
る
困
窮
が
疑
わ
れ
る
よ
う
な
ケ
ー
ス
の
情

報
共
有
や
支
援
に
係
る
地
域
資
源
の
あ
り
方
等
の
検
討
を
行
う

 
守
秘
義
務
の
設
定

 
支
援
に
お
け
る
情
報
共
有
は
本
人
同
意
が
原
則

支
援

会
議

の
仕

組
み

・
本
人
の
同
意
が
得
ら
れ
ず
に
他
部
局
・
機
関
と
情
報
共
有
で
き
な
い
ケ
ー
ス

・
同
一
世
帯
の
様々

な
人
が
別々

の
相
談
窓
口
や
関
係
機
関
等
に
相
談
に
来
て

い
る
が
そ
れ
ら
が
世
帯
全
体
の
課
題
と
し
て
把
握
・
共
有
さ
れ
て
い
な
い
ケ
ー

ス 等
の
中
に
は
、
世
帯
と
し
て
状
況
を
把
握
し
て
初
め
て
困
窮
の
程
度
が
把
握

で
き
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
。

支
援

会
議

に
お

け
る

守
秘

義
務

各
法

に
お

け
る

守
秘

義
務

現
行

制
度

に
お

け
る

課
題

支
援

会
議

を
設

置
し

た
場

合

 
こ
れ
ま
で
の
生
活
困
窮
者
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
は
、
関
係
者
間
で
の
会
議
体
が
法
定
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
情
報
共
有
が
進
ま
ず
、
深
刻
な

困
窮
の
状
態
を
見
過
ご
し
て
し
ま
っ
た
り
、
予
防
的
な
措
置
を
取
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
り
す
る
こ
と
が
問
題
視
さ
れ
て
き
た
。

 
こ
の
た
め
、
改
正
法
で
は
支
援
会
議
を
法
定
し
、
会
議
体
の
構
成
員
に
対
し
て
守
秘
義
務
を
か
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
支
援
関
係
者
間
の
積
極
的
な

情
報
交
換
や
連
携
が
可
能
と
な
る
仕
組
み
を
新
設
し
た
。

・
本
人
同
意
な
し
で
、
関
係
機
関
で
気
に
な
っ
て
い
る
個々

の
困
窮
が
疑
わ
れ

る
よ
う
な
ケ
ー
ス
の
情
報
共
有
が
可
能
と
な
る
。

 
支
援
会
議
の
機
能
や
役
割
が
適
切
に
果
た
せ
る
の
で
あ
れ
ば
、
各
自
治
体
の
判
断
で
「
支
援
調
整
会
議
」
は
も
と
よ
り
、
介
護
保
険
法
に
基
づ
く
「
地
域
ケ
ア
会
議
」
や
障
害
者
総
合
支
援

法
に
基
づ
く
「
協
議
会
」
、
児
童
福
祉
法
に
基
づ
く
「
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
」
な
ど
既
存
の
会
議
体
を
「
支
援
会
議
」
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
は
差
し
支
え
な
い
。

２



社
会

資
源

整
理

表
（案

）
資

料
６

－
７

支
援

者
の

視
点

⇒
予

防
段

階
発

見
段

階
終

結
段

階

本
人

の
視

点
⇒

準
備

段
階

※
【
こ

こ
ろ

の
健

康
科

学
研

究
事

業
】
よ

り
　

ひ
き

こ
も

り
の

段
階

に
つ

い
て

段
階

開
始

段
階

介
入

段
階

ひ
き

こ
も

り
段

階

支
援

段
階

他
都

市
先

行
事

例

社
会

と
の

再
会

段
階

社
会

資
源

（
尼

崎
市

）

支
援

会
議

段
 階

特
 徴

 
対

 応

準
備

段
階

身
体

症
状

や
精

神
症

状
や

問
題

行
動

な
ど

の
一

般
的

症
状

が
前

景
に

立
つ

時
期

顕
在

化
した

症
状

の
ケ

ア
な

ど
を

通
じて

子
ど

も
の

心
の

訴
え

に
耳

を
傾

け
対

処
す

べ
き

開
始

段
階

激
しい

葛
藤

の
顕

在
化

、家
庭

内
暴

力
な

ど
の

不
安

定
さが

目
立

つ
時

期

当
事

者
に

は
休

養
が

、家
族

や
そ

の
他

の
関

係
者

に
は

余
裕

が
必

要
な

時
期

で
あ

り、
支

援
者

が
過

度
に

指
示

しす
ぎ

な
い

こ
とが

肝
要

ひ
き

こ
も

り
段

階

回
避

と退
行

が
前

景
に

出
て

、葛
藤

は
刺

激
され

な
け

れ
ば

目
立

た
な

い
。徐

々
に

回
復

し
て

い
く場

合
も

あ
る

た
め

、焦
りに

基
づ

く対
応

は
避

け
る

。し
か

し、
何

の
変

化
も

み
ら

れ
な

い
ま

ま
遷

延
化

す
る

徴
候

が
見

え
た

ら
積

極
的

な
関

与
も

考
慮

す
べ

き
時

期

焦
ら

ず
に

見
守

る
、性

急
な

社
会

復
帰

の
要

求
は

避
け

る
、家

族
の

不
安

を
支

え
る

、適
切

な
治

療
・支

援
との

出
会

い
に

配
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項目 数値

小学校区数 ４校区

社会福祉連絡協議会数 12連協

単位福祉協会数 99協会

社協（自治会）加入率 55.17%

項目 数値

小学校区数 8校区

社会福祉連絡協議会数 13連協

単位福祉協会数 121協会

社協（自治会）加入率 54.13%

項目 数値

小学校区数 6校区

社会福祉連絡協議会数 15連協

単位福祉協会数 102協会

社協（自治会）加入率 72.45%

項目 数値

小学校区数 6校区

社会福祉連絡協議会数 12連協

単位福祉協会数 73協会

社協（自治会）加入率 29.15%

項目 数値

小学校区数 8校区

社会福祉連絡協議会数 13連協

単位福祉協会数 93協会

社協（自治会）加入率 46.48%

項目 数値

小学校区数 9校区

社会福祉連絡協議会数 10連協

単位福祉協会数 112協会

社協（自治会）加入率 47.92%

尼崎市全域 人口:462,934人 世帯数:234,258世帯（高齢化率 27.5％) ( 住民基本台帳人口 H31.3.31時点)

【参考１】各地区地域情報及びネットワーク会議の運営状況



 
  

【基礎データ】             （Ｈ31.4.1 時点） 

項目 数値 備考 

小学校区数 ４校区  

社会福祉連絡協議会数 12 連協  

単位福祉協会数 99 協会  

社協（自治会）加入率 55.17%  

 
 
 
【要支援者関連データ】         （Ｈ31.4.1 時点） 

項目 数値 備考 

要介護認定者 3,733 人  

身障手帳所持者 2,974 人  

療育手帳所持者 520 人  

 
 
 
【生活保護データ】（Ｈ31.4.1 時点） 

項目 数値 項目 数値 項目 数値 

生活保護世帯数 2,077 世帯 生活保護受給者数 2,699 人 保護率（※） 5.18％ 
※保護率は、推計人口を母数として算出。（保護率＝生活保護受給者数/地区別推計人口）をもとに算出しています。 

 

【地域福祉ネットワーク会議について】 

 ○基礎情報 

名称 中央くらし・つどい隊 

開催頻度 2 か月に 1回 

参画人数 全体会：14 人（コア会議は議題により変動） 

参画団体数 7(市社協(1)、地域包括支援Ｃ(2)、介護関係事業所(2)、その他(2）) 

  

○令和元年度の取組状況 

協議テーマ 地域と専門職の連携 

具体的な取組 

・コア会議、全体会 

  ちいきづくり事例集（30年度）を活用した社会福祉協議会の活動紹介 

  協議体のこれまでの活動のふりかえり 

  民生児童委員との意見交換会 

  全盲男性高齢者の生活支援にかかる事例検討会（コア会議プラスα） 

  

○地域福祉推進協議会で協議・検討を希望する内容 

ゴミ屋敷問題について、関係部署が集まりチームで対応できるような体制整備等を検討して欲しい。 

 

中央地区  人口:52,941 人 世帯数:29,241 世帯（高齢化率 30.2%） 
（住民基本台帳人口 H31.3.31 時点） 



 
  

【基礎データ】             （Ｈ31.4.1 時点） 

項目 数値 備考 

小学校区数 8 校区  

社会福祉連絡協議会数 13 連協  

単位福祉協会数 121 協会  

社協（自治会）加入率 54.13%  

 
 
 
【要支援者関連データ】         （Ｈ31.4.1 時点） 

項目 数値 備考 

要介護認定者 5,103 人  

身障手帳所持者 3,857 人  

療育手帳所持者 769 人  

 
 
 
【生活保護データ】（Ｈ31.4.1 時点） 

項目 数値 項目 数値 項目 数値 

生活保護世帯数 2,069 世帯 生活保護受給者数 2,803 人 保護率（※） 3.79％ 
※保護率は、推計人口を母数として算出。（保護率＝生活保護受給者数/地区別推計人口）をもとに算出しています。 

 

【地域福祉ネットワーク会議について】 

 ○基礎情報 

名称 小田地区協議体（小田地区地域福祉ネットワーク会議） 

開催頻度 コアメンバー会議：１回/月、全体会：3回/年程度 

参画人数 議題等により変動 最大約 30 人 

参画団体数 27(市社協(1)、地域包括支援Ｃ(2)、各種団体(2)、介護関係事業所(2)、障害福

祉関係事業所(3)、銀行(3)、行政関係(10)、その他(4)) 

  

○令和元年度の取組状況 

協議テーマ 地域の誰もが（認知症の方でも）気軽に通える「地域のつどい場」について 

具体的な取組 

・コアメンバー会議 

 全体会に向けての検討、全体会実施後の振り返り 

 生活支援コーディネーター研究協議会の報告 

・全体会 

 地域の居場所の必要性についての講演会、意見交換会の実施 

  

○地域福祉推進協議会で協議・検討を希望する内容 

ゴミ屋敷、8050 問題、制度の狭間にいる 20～50 代の引きこもりケースなど、色々な部署へ連絡や相談

を持ち掛けるが、1つの部署では解決できないことが多いため苦労している。今後 1つの窓口で福祉課

題の相談が受けられる部署の創設などの検討を希望する。 

 

小田地区  人口:75,767 人 世帯数:38,552 世帯（高齢化率 28.8%） 
（住民基本台帳人口 H31.3.31 時点） 



 
  

【基礎データ】             （Ｈ31.4.1 時点） 

項目 数値 備考 

小学校区数 6 校区  

社会福祉連絡協議会数 15 連協  

単位福祉協会数 102 協会  

社協（自治会）加入率 72.45%  

 
 
 
【要支援者関連データ】         （Ｈ31.4.1 時点） 

項目 数値 備考 

要介護認定者 4,068 人  

身障手帳所持者 3,312 人  

療育手帳所持者 567 人  

 
 
 
【生活保護データ】（Ｈ31.4.1 時点） 

項目 数値 項目 数値 項目 数値 

生活保護世帯数 1,729 世帯 生活保護受給者数 2,290 人 保護率（※） 4.42％ 
※保護率は、推計人口を母数として算出。（保護率＝生活保護受給者数/地区別推計人口）をもとに算出しています。 

 

【地域福祉ネットワーク会議について】 

 ○基礎情報 

名称 大庄地区協議体 

開催頻度 コアメンバー会議：不定期（概ね３か月に１回） 

参画人数 コアメンバー：９人 

参画団体数 8(市社協(1)、地域包括支援Ｃ(2)、連協(2)、各種団体(1)、介護関係事業所(1)、児童福

祉関係事業所(1)) 

  

○令和元年度の取組状況 

協議テーマ 「担い手の発掘及び育成」「地域のつながり・支え合いづくり」 

具体的な取組 

・コアメンバー会議 

  協議テーマに基づいた取り組み内容、方針、年間スケジュールの決定 

  全体会の実施内容についての検討、実施後の振り返り 

・全体会 

  地域のつどい場交流会 

対象：サロン実施者、つどい場づくりを実践している方 

内容：実践報告及びグループワーク 

  大庄地区協議体 勉強会 

内容：講演会及びグループワーク 

  つどい場見学ツアー 

内容：地域のつどい場交流会で実践報告をしたつどい場の見学 

  

○地域福祉推進協議会で協議・検討を希望する内容 

 

 

大庄地区  人口:53,561 人 世帯数:27,643 世帯（高齢化率 32.1%） 
（住民基本台帳人口 H31.3.31 時点） 



 
  

【基礎データ】             （Ｈ31.4.1 時点） 

項目 数値 備考 

小学校区数 9 校区  

社会福祉連絡協議会数 10 連協  

単位福祉協会数 112 協会  

社協（自治会）加入率 47.92%  

 
 
 
【要支援者関連データ】         （Ｈ31.4.1 時点） 

項目 数値 備考 

要介護認定者 5,987 人  

身障手帳所持者 4,563 人  

療育手帳所持者 991 人  

 
 
 
【生活保護データ】（Ｈ31.4.1 時点） 

項目 数値 項目 数値 項目 数値 

生活保護世帯数 2,768 世帯 生活保護受給者数 3,615 人 保護率（※） 3.42％ 
※保護率は、推計人口を母数として算出。（保護率＝生活保護受給者数/地区別推計人口）をもとに算出しています。 

【地域福祉ネットワーク会議について】 

 ○基礎情報 

名称 見つけよう広げようたちばなネットワーク 

開催頻度 コアメンバー会議：１回/月、拡大メンバー会議：１回/２月、交流会等：随時 

参画人数 拡大メンバー会議：14 人 

参画団体数 7(市社協(1)、地域包括支援Ｃ(2)、連協(2)、各種団体(1)、その他(1)) 

○令和元年度の取組状況 

協議テーマ 担い手の育成 

具体的な取組 

・コアメンバー会議 

  生活支援サポーター交流会について   ふれあいサロン交流会について 

・拡大メンバー会議 

  生活支援サポーター交流会の結果について   ふれあいサロン交流会について 

  ふれあいサロン交流会の結果について 

・ふれあいサロン見学会（参加人数：14人） 

 対象：拡大メンバー 

内容：地域で実施するふれあいサロンの見学 

・生活支援サポーター交流会（参加人数：16人） 

対象：立花地区在住のサポーター養成講座修了者 内容：活動者間の交流会 

・ふれあいサロン交流会（参加人数：27人） 

対象：ふれあいサロンの代表者、生活支援サポーター交流会参加者 

内容：地域担当職員の役割や活動紹介の説明及び意見交換 

○地域福祉推進協議会で協議・検討を希望する内容 

地域のコミュニティ推進のため多様な場づくりが進められている中、既存のサロンでは各福祉会館を活用する

ことが多いが、使用条件があったり、すでに行事がいっぱいで使えない状態となっている所もある。 

地域住民・団体にとっては、サロンを実施する場所が必要だが、比較的低額で利用できる福祉会館以外になる

と、経費の問題で運営が困難となってしまう。 

このような課題に対応するため、地域の空き家や空き店舗を活用できる仕組みづくりが必要であり、家賃や固

定経費（光熱水費の基本料金）の助成制度があれば、さらなる地域活動の活性化につながると思う。 

 

立花地区  人口:108,007 人 世帯数:54,699 世帯（高齢化率 27.2%） 
（住民基本台帳人口 H31.3.31 時点） 



 
  

【基礎データ】             （Ｈ31.4.1 時点） 

項目 数値 備考 

小学校区数 6 校区  

社会福祉連絡協議会数 12 連協  

単位福祉協会数 73 協会  

社協（自治会）加入率 29.15%  

 
 
 
【要支援者関連データ】         （Ｈ31.4.1 時点） 

項目 数値 備考 

要介護認定者 4,054 人  

身障手帳所持者 3,242 人  

療育手帳所持者 719 人  

 
 
 
【生活保護データ】（Ｈ31.4.1 時点） 

項目 数値 項目 数値 項目 数値 

生活保護世帯数 1,716 世帯 生活保護受給者数 2,458 人 保護率（※） 3.34％ 
※保護率は、推計人口を母数として算出。（保護率＝生活保護受給者数/地区別推計人口）をもとに算出しています。 

 

【地域福祉ネットワーク会議について】 

 ○基礎情報 

名称 武庫地区協議体（武庫地区地域福祉ネットワーク会議） 

開催頻度 市社協と包括との協議を月 1回開催、コアメンバー会議：年 3回開催 

参画人数 拡大メンバー：14人 

参画団体数 7(市社協(1)、地域包括支援Ｃ(2)、NPO 法人(1)、その他(3)) 

  

○令和元年度の取組状況 

協議テーマ 「人づくり（担い手）」「場づくり」「武庫づくり」 

具体的な取組 

・コアメンバー会議 

  昨年度作成・配布した各団体共通のボランティア募集チラシの改訂・配布 

  各地域を巡回して「支えあい活動」の説明することと並行して、住民代表の会議

への参画についての検討。 

・拡大メンバー会議 

  「地域福祉会議」を活用した、ニーズ把握や住民視点での「助け合い」についての

話し合いを実施。また、住民代表が参画することによる会議の活性化を図ることに

ついて協議。 

  

○地域福祉推進協議会で協議・検討を希望する内容 

多くの住民に対し、「助け合い」の基盤となる自治会や何かの（ボランティア）グループなどに所属するよ

う意識醸成を図って欲しい。 

 

武庫地区  人口:76,360 人 世帯数:36,840 世帯（高齢化率 25.8%） 
（住民基本台帳人口 H31.3.31 時点） 



 
  

【基礎データ】             （Ｈ31.4.1 時点） 

項目 数値 備考 

小学校区数 8 校区  

社会福祉連絡協議会数 13 連協  

単位福祉協会数 93 協会  

社協（自治会）加入率 46.48%  

 
 
 
【要支援者関連データ】         （Ｈ31.4.1 時点） 

項目 数値 備考 

要介護認定者 4,840 人  

身障手帳所持者 3,747 人  

療育手帳所持者 904 人  

 
 
 
【生活保護データ】（Ｈ31.4.1 時点） 

項目 数値 項目 数値 項目 数値 

生活保護世帯数 2,054 世帯 生活保護受給者数 2,750 人 保護率（※） 2.91％ 
※保護率は、推計人口を母数として算出。（保護率＝生活保護受給者数/地区別推計人口）をもとに算出しています。 

 

【地域福祉ネットワーク会議について】 

 ○基礎情報 

名称 園田地区地域福祉ネットワーク会議 

開催頻度 コアメンバー会議：１回/月程度、全体会：2回/年 

参画人数 全体会：59人 ※コアメンバー会議は社協園田支部と南北地域包括支援センター 

 R1 年 10月から相談支援事業所サポートセンターさくら（障がい）が加わる 

参画団体数 28(市社協(1)、地域包括支援Ｃ(2)、単協(13)、各種団体(2)、NPO 法人(1)、介護関係事

業所(1)、行政関係(5)、その他(3)) 

○令和元年度の取組状況 

協議テーマ 「防災について」「つどい場交流会について」 

具体的な取組 

・コアメンバー会議 

  昨年度のふりかえりと全体会について 

  個別事例について普遍的な事例としての情報共有（8050 問題など） 

  8050 問題にとどまらず、「世帯」を対象にする事例も増えているため、 

高齢、障害、児童等関係機関同士で共有・相談できる体制づくりについて 

・全体会 

  災害時のネットワークを考えよう（参加人数：44人） 

内容：地域の事例発表（台風 21 号被害と 24 号前の事前の防災会議の開催、自主避

難の告知方法等）を通じた話し合い 

○地域福祉推進協議会で協議・検討を希望する内容 

・ひきこもりがちな人、特に声かけしても参加しない人への対応 

・つどいば活動者の担い手や後任者不足について 

・地域の支えあいの取組みを広げるには？ 

 

園田地区  人口:96,298 人 世帯数:47,283 世帯（高齢化率 24.2%） 
（住民基本台帳人口 H31.3.31 時点） 



尼崎市地域福祉推進協議会設置要綱  

（目的） 

第１条 あまがさきし地域福祉計画の基本理念の実現に向けた協議を行うため

尼崎市地域福祉推進協議会（以下「協議会」という。）を設置する。 

 

（協議会の所掌事項） 

第２条 協議会の所掌事項は、次の各号に定める事項とする。 

(1) 対象者別、制度別に限定されない尼崎市全体の幅広い地域福祉課題等

を共有し、課題に対応した新たな施策や、必要な社会資源の開発に向けた

協議又は意見交換に関する事項 

(2) 生活困窮者自立支援法（平成２５年法律第１０５号。）第２条第２項

に規定する地域における福祉、就労、教育、住宅その他の生活困窮者に対

する支援に関する業務を行う関係機関及び民間団体との緊密な連携その他

必要な支援体制の整備に関する事項 

(3) その他地域福祉の推進に関して必要と認める事項 

 

（協議会の構成員） 

第３条 協議会の構成員は、２２人以内とする。 

２ 市長は、別表に掲げる者を構成員として、協議会に参加を求めるものとす

る。 

３ 協議会には、会議の進行を担う会長を置き、尼崎市健康福祉局福祉部長

（以下「福祉部長」という。）が会長を務める。 

４ 前項の会議の進行について、福祉部長が会議に出席できないときは、尼崎

市健康福祉局南部保健福祉センター所長が会長の役割を代行する。 

 

（意見の聴取等） 

第４条 会長が、必要があると認めるときは、構成員以外の者を協議会に出席

させて意見を聴き、又は必要な説明若しくは資料の提出を求めることができ

る。 

 

（検討チームの設置） 

第５条 協議会は、必要に応じ、検討チームを置くことができる。 

２ 検討チームの組織ほか所掌事項等については別に定める。 

 

（守秘義務） 

第６条 構成員は、正当な理由なく、協議会の構成員として知り得た秘密を漏

らしてはならない。その職を退いた後も、同様とする。 

 

 

【参考２】尼崎市地域福祉推進協議会設置要綱



  

（庶務） 

第７条 協議会の庶務は、尼崎市健康福祉局福祉部福祉課及び尼崎市健康福祉

局南部保健福祉センター南部福祉相談支援課において処理する。 

 

付 則 

（施行期日） 

１ この要綱は、平成３１年３月４日から施行する。 

（尼崎市生活困窮者自立支援制度推進協議会設置要綱の廃止） 

２ 尼崎市生活困窮者自立支援制度推進協議会設置要綱については、平成３１

年３月４日をもって廃止する。 

   付 則 

１ この要綱は、令和元年６月１２日から施行する。 

   付 則 

１ この要綱は、令和元年１２月１２日から施行する。 

 

 



  

別表 

ハローワーク尼崎が推薦する者 

尼崎雇用対策協議会が推薦する者 

兵庫県弁護士会が推薦する者 

尼崎市地域包括支援センター連絡会議が推薦する者 

尼崎市自立支援協議会が推薦する者 

尼崎市社会福祉協議会が推薦する者 

尼崎市民生児童委員協議会連合会が推薦する者 

あまがさきし NPO 交流推進ネットワークが推薦する者 

子ども・子育て支援関係者 

尼崎市医療・介護連携協議会が推薦する者 

学識経験者 

健康福祉局福祉部長 

健康福祉局福祉部福祉課長 

健康福祉局福祉部包括支援担当課長 

健康福祉局北部保健福祉センター北部福祉相談支援課長 

健康福祉局南部保健福祉センター所長 

健康福祉局南部保健福祉センター南部保護第１担当課長 

健康福祉局南部保健福祉センター南部福祉相談支援課長 

健康福祉局保健部疾病対策課長 

こども青少年局子どもの育ち支援センター総合相談課長 

都市整備局住宅部住宅政策課長 

総合政策局協働部協働推進課長 

 



尼崎市地域福祉推進協議会の構成員及び参画理由 

 

尼崎市地域福祉推進協議会設置要綱（以下「要綱」という。）第１条に規定する地域福祉計画の基本

理念の実現及び要綱第２条に規定する所掌事項について協議するために、次の構成団体等に参画を求め

るもの。 

 

（構成員及び参画理由） 

１ ハローワーク尼崎  

職業安定行政の主たる担い手である同団体の参画により、生活困窮者の就労による自立及び経済的

困窮状態からの自立を図る上での市、関係団体との連携や必要な施策等を協議するため 

２ 尼崎雇用対策協議会  

地域産業の発展に必要となる労働力の確保を図り、労働者の職業安定に寄与することを目的とした

同団体の参画により、就労訓練事業者の開拓や民間企業等に対する制度の周知等を図るとともに、労

働者の職業安定等にかかる必要な施策等を協議するため 

３ 兵庫県弁護士会  

様々な地域課題や生活困窮者の複合的な課題の解決において、福祉制度と法的な支援が連携した

課題解決が必要とされており、そのための市、関係団体との連携や必要な施策等を協議するため 

４ 尼崎市地域包括支援センター連絡会議 

高齢者全般に係る相談窓口の中心となる同団体の参画により、高齢者が属する生活困窮者世帯等

が抱える課題や権利擁護等をはじめとした高齢者全般に関する地域課題の解決に向けて市、関係団

体との連携や必要な施策等を協議するため 

５ 尼崎市自立支援協議会 

障害者全般に係る施策を協議する会議体の参画により、障害者が属する生活困窮者世帯等が抱える

課題の解決や権利擁護等をはじめとした障害者全般に関する地域課題の解決に向けて市、関係団体と

の連携や必要な施策等を協議するため 

6 尼崎市社会福祉協議会  

地域における支え合い活動の支援や権利擁護等をはじめとした地域の身近な相談窓口であるとと

もに、市内６地区で住民と専門機関等が地域課題等について協議する地域福祉ネットワーク会議の事

務局を担う同団体の参画により、「制度の狭間」に陥った生活困窮者等の早期把握や自立支援に向け

た関係団体との連携や必要な施策等を協議するため 

７ 尼崎市民生児童委員協議会連合会  

地域住民の最も身近な立場で相談窓口として見守り活動等を行う民生児童委員の団体の参画によ

り、地域に潜在する支援が必要な生活困窮者等の早期把握や自立支援に向けた関係団体との連携及び

支援策や必要な施策等を協議するため 

８ あまがさきＮＰＯ交流推進ネットワーク  

市域のＮＰＯ法人の交流を推進することを目的とした同団体の参画により、尼崎市の様々な NPO

団体の活動の情報共有や、NPO 団体と市、関係団体との連携について協議するため 

9 子ども・子育て支援関係者（※） 

地域での子ども・子育て支援関係者の参画により、地域での子ども・子育て家庭に対する支援や子

どもの権利擁護等をはじめとした、子ども・子育て支援に関する地域課題の解決に向けて市、関係団

体との連携や必要な施策等を協議するため 



10 尼崎市医療・介護連携協議会（※） 

在宅医療と介護の連携を推進するための同団体の参画により、医療・介護の連携といった観点から、

生活困窮者等抱える課題解決に向けて市、関係団体との連携や必要な施策等を協議するため 

11 学識経験者 

 地域福祉等にかかる幅広い視点から、地域福祉推進協議会での協議内容にかかる幅広い助言等をい

ただくため。 

氏名：明石 隆行 氏（種智院大学教授） 

 理由：本市の生活困窮者自立支援制度推進協議会のアドバイザーとして制度発足当時から関わってお

り、本市の生活困窮者自立支援制度に精通している。また、社会学及び社会福祉学を専門分野

として研究を進める中で、地域福祉等にかかる多くの著書の執筆や福祉分野の学会等における

発表を行うほか、学外においても大阪府地域福祉推進審議会委員や川西市社会福祉審議会会⾧

に就任するなど、地域福祉にかかる十分な知識と経験を備えているため。 

 

12 市の関係機関 

  健康福祉局福祉部福祉課 

地域福祉計画の担当課及び主たる事務局 

  尼崎市健康福祉局福祉部包括支援担当課（※） 

地域包括支援センターや医療・介護連携支援センター「あまつなぎ」の担当課 

  健康福祉局北部保健福祉センター北部福祉相談支援課 

生活困窮者自立支援制度などの担当課成年後見制度利用支援などの担当課 

  健康福祉局南部保健福祉センター南部保護第 1 担当課 

生活保護制度の担当課 

  健康福祉局南部保健福祉センター南部福祉相談支援課 

生活困窮者自立支援制度などの担当課及び事務局 

  健康福祉局保健部疾病対策課（※） 

精神保健、難病対策、自殺対策等の係る担当課 

  こども青少年局子どもの育ち支援センター総合相談課（※） 

要保護対策児童協議会、要支援・要保護児童に係る相談の担当課 

  都市整備局住宅政策部住宅・住まいづくり支援課（※） 

住宅施策の企画、立案及び推進、住宅マスタープランの担当課 

   総合政策局協働部協働推進課（※） 

   地域振興センターの統括の担当課 

 

※ 生活困窮者自立支援制度推進協議会を尼崎市地域福祉推進協議会に移行するにあたり、新たに参

画を求めた構成団体等 

以 上 


